
課題設定や取材 ア
経験したことや想像したことなどから書く
ことを決め、書こうとする題材に必要な
事柄を集めること。

◎ ○

構成 イ
自分の考えが明確になるように、事柄
の順序に沿って簡単な構成を考えるこ
と。

記述 ウ
語と語や文と文との続き方に注意しなが
ら、つながりのある文や文章を書くこと。 ◎

推敲 エ
文章を読み返す習慣を付けるとともに、
間違いなどに気付き，正すこと。

交流 オ
書いたものを読み合い、よいところを見
付けて感想を伝え合うこと。 ○ ○

ア 想像したことなどを文章に書くこと。

イ
経験したことを報告する文章や観察した
ことを記録する文章などを書くこと。 ● ●

ウ
身近な事物を簡単に説明する文章など
を書くこと。

エ
紹介したいことをメモにまとめたり、文
章に書いたりすること。

オ 伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。

音読 ア
語のまとまりや言葉の響きなどに気を付
けて音読すること。 ○

説明的な文章の解釈 イ
時間的な順序や事柄の順序などを考え
ながら内容の大体を読むこと。 ◎ ○

ウ
場面の様子について、登場人物の行動
を中心に想像を広げながら読むこと。 ◎ ◎

エ
文章の中の大事な言葉や文を書き抜く
こ
と。

自分の考えの形成及び交流 オ
文章の内容と自分の経験とを結び付け
て、自分の思いや考えをまとめ，発表し
合うこと。

○ ◎ ◎

目的に応じた読書 カ
楽しんだり知識を得たりするために、
本や文章を選んで読むこと。 ○

ア
本や文章を楽しんだり、想像を広げたり
しながら読むこと。 ●

イ
物語の読み聞かせを聞いたり、物語を
演
じたりすること。

ウ
事物の仕組みなどについて説明した本
や文章を読むこと。 ● ●

エ
物語や、科学的なことについて書いた本
や文章を読んで、感想を書くこと。 ●

オ
読んだ本について、好きなところを紹
介すること。 ●

◎主目標 ○主目標に準じる内容 ●言語活動

Ｂ

書
く
こ
と

指
導
事
項

言語活動例

Ｃ

読
む
こ
と

指
導
事
項

文学的な文章の解釈

言語活動例

平成２４年度 小学校国語科年間指導計画表 【第１学年】 (抜粋）

〈教科目標〉

国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に
対する関心を深め国語を尊重する態度を育
てる。

単元名（教材・題材）

写
真
や
絵
で
確
か
め
な
が
ら
読
も
う

「
く
ち
ば
し

」

想
像
を
広
げ
な
が
ら
読
も
う

「
く
じ
ら
ぐ
も

」

自
動
車
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
を
み
つ
け
よ
う

「
じ
ど
う
車
く
ら
べ

」

か
る
た
を
つ
く
ろ
う

「
あ
つ
ま
れ

、
ふ
ゆ
の
こ
と
ば

」

好
き
な
本
を
紹
介
し
よ
う

「
ず
う

っ
と

、
ず

っ
と

、
大
す
き
だ
よ

」

動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
を
み

つ
け
よ
う

「
ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん

」

お
も
い
出
し
て
か
こ
う

「
い
い
こ
と
い

っ
ぱ
い

、
一
年
生

」



課題設定や取材 ア
経験したことや想像したことなどから書く
ことを決め、書こうとする題材に必要な
事柄を集めること。

◎ ○

構成 イ
自分の考えが明確になるように、事柄
の順序に沿って簡単な構成を考えるこ
と。

○ ○

記述 ウ
語と語や文と文との続き方に注意しなが
ら、つながりのある文や文章を書くこと。

推敲 エ
文章を読み返す習慣を付けるとともに、
間違いなどに気付き，正すこと。

交流 オ
書いたものを読み合い、よいところを見
付けて感想を伝え合うこと。 ○

ア 想像したことなどを文章に書くこと。

イ
経験したことを報告する文章や観察した
ことを記録する文章などを書くこと。 ●

ウ
身近な事物を簡単に説明する文章など
を書くこと。 ●

エ
紹介したいことをメモにまとめたり、文
章に書いたりすること。

オ 伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。

音読 ア
語のまとまりや言葉の響きなどに気を付
けて音読すること。 ◎

説明的な文章の解釈 イ
時間的な順序や事柄の順序などを考え
ながら内容の大体を読むこと。 ◎ ◎

ウ
場面の様子について、登場人物の行動
を中心に想像を広げながら読むこと。 ◎ ◎ ○ ○

エ
文章の中の大事な言葉や文を書き抜く
こ
と。

○

自分の考えの形成及び交流 オ
文章の内容と自分の経験とを結び付け
て、自分の思いや考えをまとめ，発表し
合うこと。

◎

目的に応じた読書 カ
楽しんだり知識を得たりするために、
本や文章を選んで読むこと。

ア
本や文章を楽しんだり、想像を広げたり
しながら読むこと。

イ
物語の読み聞かせを聞いたり、物語を
演
じたりすること。

●

ウ
事物の仕組みなどについて説明した本
や文章を読むこと。

エ
物語や、科学的なことについて書いた本
や文章を読んで、感想を書くこと。 ● ● ●

オ
読んだ本について、好きなところを紹
介すること。 ●

◎主目標 ○主目標に準じる内容 ●言語活動

Ｂ

書
く
こ
と

指
導
事
項

言語活動例

Ｃ

読
む
こ
と

指
導
事
項

文学的な文章の解釈

言語活動例

平成２４年度 小学校国語科年間指導計画表 【第２学年】 (抜粋）

〈教科目標〉

国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に
対する関心を深め国語を尊重する態度を育
てる。

単元名（教材・題材）

書
く
こ
と
を
き
め
て
し
ら
せ
よ
う

「
今
週
の
ニ

ュ
ー
ス

」

お
話
を
読
ん
で

、
か
ん
そ
う
を
書
こ
う

「
ｽ
ｲ
ﾐｰ

」

物
語
を
読
ん
で

、
紹
介
文
を
書
こ
う

「
黄
色
い
バ
ケ
ツ

」
「
お
話
の
国
の
友
だ
ち

」

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う

「
ど
う
ぶ
つ
園
の
じ
ゅ
う
い

」

音
読
げ
き
を
し
よ
う

「
お
手
紙

」

く
ら
べ
て
読
も
う

、
本
の
中
の
あ
の
子
と
わ
た
し

「
わ
た
し
は
お
ね
え
さ
ん

」

知

っ
て
い
る
こ
と
を
つ
な
げ
て
読
も
う

「
お
に
ご

っ
こ

」



課題設定や取材 ア
関心のあることなどから書くことを決め、
相手や目的に応じて、書く上で必要な事
柄を調べること。

○ ◎

構成 イ

文章全体における段落の役割を理解
し、自分の考えが明確になるように、段
落相互の関係などに注意して文章を構
成すること。

○

ウ
書こうとすることの中心を明確にし、目的
や必要に応じて理由や事例を挙げて書
くこと。

◎

エ
文章の敬体と常体との違いに注意しな
がら書くこと。

推敲 オ
文章の間違いを正したり、よりよい表現
に書き直したりすること。 ◎

交流 カ
書いたものを発表し合い、書き手の考え
の明確さなどについて意見を述べ合うこ
と。

ア
身近なこと、想像したことなどを基に、詩
をつくったり、物語を書いたりすること。

イ
疑問に思ったことを調べて、報告する文
章を書いたり、学級新聞などに表したり
すること。

●

ウ
収集した資料を効果的に使い、説明す
る文章などを書くこと。 ● ●

エ
目的に合わせて依頼状、案内状、礼状
などの手紙を書くこと。

オ
目的に合わせて依頼状、案内状、礼状
などの手紙を書くこと。

音読 ア
内容の中心や場面の様子がよく分かる
ように音読すること。

説明的な文章の解釈 イ
目的に応じて、中心となる語や文をとら
えて段落相互の関係や事実と意見との
関係を考え、文章を読むこと。

○ ○

文学的な文章の解釈 ウ

場面の移り変わりに注意しながら、登場
人物の性格や気持ちの変化、情景など
について、叙述を基に想像して読むこ
と。

◎ ◎ ◎

エ
目的や必要に応じて、文章の要点や細
かい点に注意しながら読み、文章などを
引用したり要約したりすること。

◎ ○

オ
文章を読んで考えたことを発表し合い、
一人一人の感じ方について違いのある
ことに気付くこと。

○ ○

目的に応じた読書 カ
目的に応じて、いろいろな本や文章を選
んで読むこと。

ア 物語や詩を読み、感想を述べ合うこと。 ● ●

イ
記録や報告の文章、図鑑や事典などを
読んで利用すること。

ウ
記録や報告の文章を読んでまとめたも
のを読み合うこと。 ●

エ
紹介したい本を取り上げて説明するこ
と。 ●

オ
必要な情報を得るために、読んだ内容
に関連した他の本や文章などを読むこ
と。

◎主目標 ○主目標に準じる内容 ●言語活動

Ｃ

読
む
こ
と

指
導
事
項

自分の考えの形成及び交流

言語活動例

Ｂ

書
く
こ
と

指
導
事
項

記述

言語活動例

平成２４年度 小学校国語科年間指導計画表 【第３学年】 (抜粋）

〈教科目標〉

国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に
対する関心を深め国語を尊重する態度を育
てる。

単元名（教材・題材）

読
ん
で

、
か
ん
そ
う
を
も
と
う

「
イ
ル
カ
の
ね
む
り
方

」

「
あ
り
の
行
列

」

ほ
う
こ
く
す
る
文
章
を
書
こ
う

「
気
に
な
る
記
号

」

「
符
号
な
ど

」

読
ん
で

、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

「
海
を
か

っ
と
ば
せ

」

物
語
の
感
想
を
ま
と
め
よ
う

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り

」

せ
つ
め
い
の
し
か
た
を
考
え
よ
う

「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆

」

「
食
べ
物
の
ひ
み
つ
を
教
え
ま
す

」

と
ん
ち
話
を
楽
し
も
う

「
三
年
と
う
げ

」

ほ
う
こ
く
書
を
書
こ
う

「
本
で
調
べ
て

、
ほ
う
こ
く
し
よ
う

」

「
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る

」



課題設定や取材 ア
関心のあることなどから書くことを決め、
相手や目的に応じて、書く上で必要な事
柄を調べること。

◎

構成 イ

文章全体における段落の役割を理解
し、自分の考えが明確になるように、段
落相互の関係などに注意して文章を構
成すること。

◎

ウ
書こうとすることの中心を明確にし、目的
や必要に応じて理由や事例を挙げて書
くこと。

○ ◎

エ
文章の敬体と常体との違いに注意しな
がら書くこと。

推敲 オ
文章の間違いを正したり、よりよい表現
に書き直したりすること。

交流 カ
書いたものを発表し合い、書き手の考え
の明確さなどについて意見を述べ合うこ
と。

ア
身近なこと、想像したことなどを基に、詩
をつくったり、物語を書いたりすること。

イ
疑問に思ったことを調べて、報告する文
章を書いたり、学級新聞などに表したり
すること。

●

ウ
収集した資料を効果的に使い、説明す
る文章などを書くこと。 ●

エ
目的に合わせて依頼状、案内状、礼状
などの手紙を書くこと。

オ
目的に合わせて依頼状、案内状、礼状
などの手紙を書くこと。

音読 ア
内容の中心や場面の様子がよく分かる
ように音読すること。

説明的な文章の解釈 イ
目的に応じて、中心となる語や文をとら
えて段落相互の関係や事実と意見との
関係を考え、文章を読むこと。

◎ ○ ○

文学的な文章の解釈 ウ

場面の移り変わりに注意しながら、登場
人物の性格や気持ちの変化、情景など
について、叙述を基に想像して読むこ
と。

◎ ○ ○

エ
目的や必要に応じて、文章の要点や細
かい点に注意しながら読み、文章などを
引用したり要約したりすること。

○ ◎

オ
文章を読んで考えたことを発表し合い、
一人一人の感じ方について違いのある
ことに気付くこと。

○ ◎

目的に応じた読書 カ
目的に応じて、いろいろな本や文章を選
んで読むこと。

ア 物語や詩を読み、感想を述べ合うこと。 ● ●

イ
記録や報告の文章、図鑑や事典などを
読んで利用すること。

ウ
記録や報告の文章を読んでまとめたも
のを読み合うこと。 ● ●

エ
紹介したい本を取り上げて説明するこ
と。 ●

オ
必要な情報を得るために、読んだ内容
に関連した他の本や文章などを読むこ
と。

◎主目標 ○主目標に準じる内容 ●言語活動

Ｃ

読
む
こ
と

指
導
事
項

自分の考えの形成及び交流

言語活動例

Ｂ

書
く
こ
と

指
導
事
項

記述

言語活動例

平成２４年度 小学校国語科年間指導計画表 【第４学年】 (抜粋）

〈教科目標〉

国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に
対する関心を深め国語を尊重する態度を育
てる。

単元名（教材・題材）

読
ん
で

、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う

「
大
き
な
力
を
出
す

」

「
動
い
て

、
考
え
て

、
ま
た
動
く

」

調
べ
た
こ
と
を
報
告
す
る
文
章
を
書
こ
う

「
読
書
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う

」

物
語
を
読
ん
で
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

「
一
つ
の
花

」

心
の
通
い
合
い
を
読
も
う

「
ご
ん
ぎ
つ
ね

」

説
明
の
し
か
た
に
つ
い
て
考
え
よ
う

「
ア

ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る

」

「
『
仕
事
リ
ー
フ
レ

ッ
ト

』
を
作
ろ
う

」

物
語
を
読
ん
で

、
感
想
文
を
書
こ
う

「
三
つ
の
お
願
い

」

科
学
読
み
物
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

「
ウ
ナ
ギ
の
な
ぞ
を
追

っ
て

」



課題設定や取材 ア
考えたことなどから書くことを決め、目的
や意図に応じて、書く事柄を収集し、全
体を見通して事柄を整理すること。

構成 イ
自分の考えを明確に表現するため、文
章全体の構成の効果を考えること。

ウ
事実と感想、意見などとを区別するとと
もに、目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりすること。

◎

エ
引用したり、図表やグラフなどを用いた
りして、自分の考えが伝わるように書くこ
と。

◎

推敲 オ
表現の効果などについて確かめたり工
夫したりすること。 ○

交流 カ
書いたものを発表し合い、表現の仕方に
着目して助言し合うこと。 ○

ア
経験したこと、想像したことなどを基に、
詩や短歌、俳句をつくったり、物語や随
筆などを書いたりすること。

イ
自分の課題について調べ、意見を記述
した文章や活動を報告した文章などを書
いたり編集したりすること。

● ●

ウ
事物のよさを多くの人に伝えるための文
章を書くこと。

音読 ア
自分の思いや考えが伝わるように音読
や朗読をすること。

効果的な読み方 イ
目的に応じて、本や文章を比べて読む
など効果的な読み方を工夫すること。

説明的な文章の解釈 ウ

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえ
て要旨をとらえたり、事実と感想、意見な
どとの関係を押さえ、自分の考えを明確
にしながら読んだりすること。

◎ ○ ◎ ◎

文学的な文章の解釈 エ
登場人物の相互関係や心情、場面につ
いての描写をとらえ、優れた叙述につい
て自分の考えをまとめること。

◎

自分の考えの形成及び交流 オ
本や文章を読んで考えたことを発表し合
い、自分の考えを広げたり深めたりする
こと。

○ ◎ ○ ○ ○

目的に応じた読書 カ
目的に応じて、複数の本や文章などを
選んで比べて読むこと。

ア
伝記を読み、自分の生き方について考
えること。 ●

イ
自分の課題を解決するために、意見を
述べた文章や解説の文章などを利用す
ること。

● ● ●

ウ
編集の仕方や記事の書き方に注意して
新聞を読むこと。

エ 本を読んで推薦の文章を書くこと。

他 ほかの物語と読み比べること。 ●

Ｃ

読
む
こ
と

指
導
事
項

言語活動例

Ｂ

書
く
こ
と

指
導
事
項

記述

言語活動例

平成２４年度 小学校国語科年間指導計画表 【第５学年】 (抜粋）

〈教科目標〉

国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に
対する関心を深め国語を尊重する態度を育
てる。

単元名（教材・題材）

筆
者
の
考
え
を
と
ら
え
要
旨
を
ま
と
め
よ
う

「
見
立
て
る

生
き
物
は
円
柱

」

伝
記
を
読
ん
で

、
儀
兵
衛
の
生
き
方
に
学
ぼ
う

「
百
年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守
る

」

自
分
の
活
動
を
振
り
返
り

、
報
告
す
る
文
章
を
書
こ
う

「
次
へ
の
一
歩
ー
活
動
報
告
書

」

筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
を
読
み
取
り

、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
よ
う

「
天
気
を
予
想
す
る

」

資
料
を
用
い
て

、
説
明
し
よ
う

「
グ
ラ
フ
や
表
を
引
用
し
て
書
こ
う

」

身
近
な
例
に
置
き
換
え
て
読
み

、
自
分
の
経
験
と
関
連
付

け
て
考
え
よ
う

「
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

」

人
物
の
生
き
方
や
考
え
方
を
と
ら
え

、
読
書
の
世
界
を
広

げ
よ
う

「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様

」



課題設定や取材 ア
考えたことなどから書くことを決め、目的
や意図に応じて、書く事柄を収集し、全
体を見通して事柄を整理すること。

◎

構成 イ
自分の考えを明確に表現するため、文
章全体の構成の効果を考えること。 ○

ウ
事実と感想、意見などとを区別するとと
もに、目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりすること。

○

エ
引用したり、図表やグラフなどを用いた
りして、自分の考えが伝わるように書くこ
と。

推敲 オ
表現の効果などについて確かめたり工
夫したりすること。 ◎

交流 カ
書いたものを発表し合い、表現の仕方に
着目して助言し合うこと。

ア
経験したこと、想像したことなどを基に、
詩や短歌、俳句をつくったり、物語や随
筆などを書いたりすること。

イ
自分の課題について調べ、意見を記述
した文章や活動を報告した文章などを書
いたり編集したりすること。

● ●

ウ
事物のよさを多くの人に伝えるための文
章を書くこと。

音読 ア
自分の思いや考えが伝わるように音読
や朗読をすること。 ○

効果的な読み方 イ
目的に応じて、本や文章を比べて読む
など効果的な読み方を工夫すること。

説明的な文章の解釈 ウ

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえ
て要旨をとらえたり、事実と感想、意見な
どとの関係を押さえ、自分の考えを明確
にしながら読んだりすること。

◎ ◎ ○

文学的な文章の解釈 エ
登場人物の相互関係や心情、場面につ
いての描写をとらえ、優れた叙述につい
て自分の考えをまとめること。

◎

自分の考えの形成及び交流 オ
本や文章を読んで考えたことを発表し合
い、自分の考えを広げたり深めたりする
こと。

○ ◎ ○ ○ ◎

目的に応じた読書 カ
目的に応じて、複数の本や文章などを
選んで比べて読むこと。

ア
伝記を読み、自分の生き方について考
えること。 ●

イ
自分の課題を解決するために、意見を
述べた文章や解説の文章などを利用す
ること。

● ● ●

ウ
編集の仕方や記事の書き方に注意して
新聞を読むこと。

エ 本を読んで推薦の文章を書くこと。

他
物語や詩を音読したり朗読したりするこ
と。 ●

◎主目標 ○主目標に準じる内容 ●言語活動

Ｃ

読
む
こ
と

指
導
事
項

言語活動例

Ｂ

書
く
こ
と

指
導
事
項

記述

言語活動例

平成２４年度 小学校国語科年間指導計画表 【第６学年】 (抜粋）

〈教科目標〉

国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考
力や想像力及び言語感覚を養い、国語に
対する関心を深め国語を尊重する態度を育
てる。

単元名（教材・題材）

文
章
と
対
話
し
な
が
ら
読
み

、
自
分
の
考
え
を
も
と
う

「
感
情
・
生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に

」

五
年
生
に
修
学
旅
行
の
よ
さ
を
伝
え
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を

作
ろ
う

「
よ
う
こ
そ

、
わ
た
し
た
ち
の
町
へ

」

伝
統
文
化
を
楽
し
も
う

「
狂
言

柿
山
伏

」
「
柿
山
伏
に
つ
い
て

」

自
分
の
考
え
を
明
確
に
伝
え
よ
う

「
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
・
平
和
の
と
り
で
を
築
く

」

作
品
の
世
界
を
深
く
味
わ
お
う

「
や
ま
な
し
・
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢

」

も
の
の
見
方
を
広
げ
よ
う

「
『
鳥
獣
戯
画

』
を
読
む

」

言
葉
に
つ
い
て
調
べ
て
考
え
よ
う

「
言
葉
は
動
く

」


